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1 は じ め に

近年,促成栽培を前進化したイチゴの秋以降どりが行わ

れている。このため早期に大量の苗が必要となるが,本県

の自然条件下では困難である。そこで,ト ンネル栽培で早

期に採苗した当年苗と,前年秋に大量に得られる越年苗と

の生産性の違い,当作型への適応性について検討した。

2試 験 方 法

は)試験場所 青森県畑作園芸試験場

唸)試験年次 1990年 ～1991年

13)試験区の構成

1)供試品種 ①宝交早生,②とよのか,③女峰。

2)苗の種類と採苗時期 ①当年苗 (1990年 5月 ),

②越年苗 (1989年 9月 ),両苗種とも12錮径黒丸ポリポッ

トを使用した受け鉢採苗による。

3)処理区の構成 表 1のとおり

表 1 処理区の構成

注 a)830～ 1630の 3時間日長

b)12酬型窯丸ポリポット側1,ガラス室内

(4)本圃における耕種概要

1)栽植様式 畦幅120cn,条 間25cll.株間20m, 2

条植え,833株/a
2)施肥量 (kg/a) N:P,0`:K=O=20:29:

18,稲わら堆肥200,苦土重焼燐10

3)マルチ 畦面は黒ポリ被覆,通路は敷わら

4)加温・保温方法 最低温度15℃で保温開始,冬期

間は電熱線空中加温で最低 5℃ に保温。

ハウス内張り1届 +ト ンネル 2～ 3重被覆

G)区制及び面積 2区制,1区 144壼

3 試験結果及び考察

(1)処理開始時の株重,ク ラウン径は,越年苗が当年苗

よりまさった。草丈は越年苗が当年蘭より短 く,低温処理

作業がやり易かった。(データ省略)

0)処理による有効開花株率は,各処理で越年苗区が当

年苗区より高くなる傾向が認められ,.・Iでは「とよのか」,

「女峰」が高かった。処理時期別では,暗黒低温処理でD3

区,夜冷短日処理でSD 2区 .窒素中断処理でP2区力塙 かっ

た。なお,D4区では当年苗区の株の消耗が激 しく,活着

率及び有効開花株率は越年苗区より低かった。

3)処理有効株の頂花房群の収穫始期は,越年苗が当年

苗よりも7～ 10日早 くなる傾向が認められ,各処理で処理

時期,定植期が早い区ほど早かった。特に,暗黒低温処理

では,越年苗利用により6月 下旬からの処理 (Dl区)で ,

9月 中旬以降の収穫が可能であった。

腋花房群の収穫始期についても同様の傾向が認められ
,

処理時期,定植期が早い区ほど収穫が早かった。
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' 
連続出薔性は、当年苗区が越年前区より高く,処理

間では処理開始時期が遅 くなるほど高くなる傾向が認めら

れた。(デ ータ省略)

6)年内の良果収量は,有効開花株率が高く.収穫始期

が早い区ほど多い傾向が認められた。苗の種類では越年苗

区が当年苗区よりまさり、処理区ではD3,D4,SDlが

畷ざ年内良果収量 鯰多 春期良果収量

100
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当 年 苗

図 1 品 種 ,

表 4 年内に収穫された良果の平均 1果重 (g/個 )

4ま と め

以 卜の結果より,夏期低温処理による秋以降どり栽培に

多収であった。品種では,暗黒低温処理で「常交早生J.

「とよのかJ,そ の他の処理では「とよのか」が多収であっ

た。

16)年内に収穫された良果の平均 1果重は,苗の種類で

は,当年苗区が越年苗区よりまさり,処理開始時期,定植

期が遅くなるほどまさる傾向が認められた。
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おいて,苗数を 卜分に確保 し,有効開花株率を高め,開花

期及び収穫始期を早めて,年内良果収量及び総収量を安定

的に高く得るために,越年苗利用が適すると考えられた。

越年苗は連続出奮性がやや低 く,平均 1果重がやや劣る

ものの,当年苗を早くから十分確保できない地帯では,そ

の利用価値が高いと考えられた。

なお,「 とよのか」の越年苗を用いた8月 L中旬処理の

暗黒低温処理と夜冷短日処理を伴った作型が当地に適する

と考えられるが,適当な低温処理施設がない場合でも,

「とよのかJの越年苗による倉庫等 (22℃ 程度)での暗黒

処理あるいはボット育苗で窒素中断を行った8月 下旬定植

の方法で対応できると考えられた。
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